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研究成果の概要（和文）： 
 本研究課題は、近年のメコン川流域諸国の急激な経済発展に起因する水資源に関わる諸問題
を、経済と環境の二つの視点に即し、統計整備と幾つかの解析を試みるものである。具体的に
は得られた地域内間表のサーベイと、諸国の経済状況、並びに、誘発環境負荷分析の下で諸地
域の相互依存状況を見ていく。また現地調査により水質悪化に伴う疾病対策の評価も行ってい
る。また一方で目下流域諸国の中では情報整備が抜きんでている中国を対象とし、河川流域の
水資源に関する需給モデルを展開する。また、費用関数やフロンティア分析の応用などによっ
て、水資源の農産物に対する生産性、課徴金制度の効果なども吟味している。 
 
研究成果の概要（英文）： 

This study attempts to implement statistical database and analyze them in both 
ways of economics and environment about several water-related problems in Mekong River 
basin caused by recent rapid economic progress. In the first part in this research, we show 
a survey of inner and inter regional IO tables and economic status of these counties in the 
basin, and also the results of induced environmental load analysis about multi-dependency 
of these regions. In addition, with conducting field investigations, a countermeasure policy 
against such diseases caused by water worse off is also evaluated. In the second part, we 
focus on China because of lack of necessary data in MRC, then build a water 
demand-supply model on the basin of two largest rivers, Yellow River and Yangtze River. 
Furthermore, two major academic issues are examined. The one is productivity of 
agricultural sector due to water resource, and the other one is Pollution Charge System. 
Both of them are conducted with methods of cost function and frontier analysis. 
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１．研究開始当初の背景 

メコン経済圏（GMS）では、近年急激な都
市化と産業開発が進み、特に流域圏下流にお
ける水資源不足と水質に関する環境汚染が
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深刻化している。また河川に関連する公共事
業では、経済圏内の諸国（中国・タイ・ベト
ナム・カンボジア・ラオス）による思惑が衝
突し、その利害調整を図ることは、当地の権
威であるメコン川委員会にとっても最も悩
ましい懸案といえる。雲南省でのダム開発に
おいては、当地の環境破壊、メコン川上流域
都市部での生活・産業排水による水環境汚
染・過剰な水資源の消費並びに堰き止めは、
下流域の関係諸国に深刻な負の影響をもた
らすことが予想されている。WHO の 2004
年では、東南アジア住民の死亡要因の 8.5％
を占める下痢症は、その内約 9 割が汚染され
た水が原因であることが報告されており、特
にラオス・カンボジアでは幼児や乳児の死亡
率が一段と高い。また感染症に直接結びつか
ない、その他の水質指標においても流域全体
の悪化が懸念されている。このように同流域
では、高まり続ける資源需要と環境負荷への
対策が追いつかず、一方で、同様な状況にあ
る世界の複数国共有の各国際河川において
は、国家間の水資源分配問題に明確な管理計
画の道筋・展望を見出せない状態にある。 
 
２．研究の目的 

本研究では先ず、メコン川流域と周辺地域
を幾つかの基本ゾーンとした、地域内・地域
間産業連関（IO）表と環境負荷統計を統合し
たデータベース（DB）を整備する。具体的
には、NPO 法人：AREES に所属する研究協
力者らが現地専門家と共同で作成した地域
内間 IO 表に推計補完作業を加え、経済・資
源・環境負荷の情報を束ねたサテライト勘定
統計を作成する。 

一般に、地域経済・環境問題は、域内活動
の他に域外活動が地域間産業間の循環過程
（または地域間交易）を経て地域にもたらす
ことから、一国の地域・環境政策や、多国間
調整を要する開発・環境政策を検討する際に
は、経済財・資源・環境負荷の相互関係を鳥
瞰する体系的 DB を用いた政策評価が有効で
ある。しかし多くの国では様々な制約のため、
DB の整備並びにその利用水準は乏しい。例
えばメコン河委員会や ADB など国際機関の
開発調査においてさえ、ほとんどの公共事業
の社会経済影響評価について定性的な現状
分析に留まっている。 
 対して本研究では、研究代表者・分担者・
協力者らが携わってきた資源・環境に関する
社会経済分析において蓄積してきた手法論
と知見を包括的に駆使し、特に国際河川に関
する資源・環境問題の特殊性を加味しつつ、
経済財・資源・環境負荷の国際的相互依存関
係・時系列変化を定量化し、経済解析的・シ
ステム工学的な視点でこれを再評価する。 
 
 

３．研究の方法 
 これらの問題は第一に、流域圏内各国によ
る域内開発の政治的優先配慮が起因してい
る。水の汚染は人間の生産や消費活動によっ
て派生するが、一つの国内において流域を形
成する国内河川においては、およそ下流を中
心として商工業及び都市生活圏が主に展開
し、特に水質に依存性が高い農業などは上・
中流に位置している。いわば水の効率的なカ
スケードリサイクルが図れるように、国内河
川のラインに沿って、段階的利用が図れるよ
う土地利用形成がなされている。しかし国際
河川では同流域圏において複数の国が並び
立ち、それぞれの思惑の元で急激な産業開発
が進められ、今や巨大な外部経済・越境汚染
が放置された状態となり、効率性や公平性の
観点からも、総合的・統一的視点からの早期
解決が求められている。これに反して実態で
は、当然のように国家主体間のコンフリクト
が生じ、その調整は難航化している。 
 本研究ではこのように国際河川の管理計
画を問う際には、大きく分けて２つの視点を
持つことが肝要と考える。 
 一つには、典型的な河川の上流－下流問題
と称されるように、より上流部沿岸の経済活
動によってもたらされる排水と汚染の問題
である。ここでは直接的な外部経済問題と呼
び、主に水質の保全に関連する課題であると
言える。 
 二つ目には、河川の供する水資源が公共水
域に属するが故に生ずる、水利権配分の問題
である。現在流域圏では越境交流・交易の促
進するボーダレス化が進んでおり、新たな環
境負荷の流出入現象が生じている。交易され
る財・サービスの生産・輸送には、水を含む
天然資源や労働・資本・土地などを含めた各
種の生産要素の投入が必要である。これらは
各国地域で製品の加工部品として利用され
る中間財や、消費者に最終的な製品として供
与される。各活動段階ではその都度資源の投
入と廃棄物・汚染物の排出が必然的に伴い、
いわゆる内包環境負荷の問題が生じる。製品
に体化して、なお世界中に波及するこの類の
環境負荷に関して、フローの遡及並びに責任
帰着のあり方の検討は近年特に重要な課題
となってきており、地球温暖化問題を先頭と
するグローバルな環境保全のあり方につい
て、世界銀行や WTO などを始め、多くの場
において論議がなされている。その原点は、
河川の水が排除性の機能しない公共水域に
属する資源であることにあり、主に流域全体
の水量の適切な配分を論じる際には重要な
視点となる。 
 このように河川の問題とは、本来外部経済
と資源の公共財的性質の２面性を持つが故
に生ずる市場の失敗である、と位置づけるこ
とができる。また、都市化や経済発展のまさ



 

 

に勃興期であるアジア地域の国際河川のケ
ースは、特にこの悪影響が著しい。目下対処
としての経済政策には、汚染型の外部経済に
対してピグー税やボーモル・オーツ税などの
環境税、水利権配分に関しては水利権の取引
制度の導入などが適切であると考えられて
いる。一方で、国内河川に関してこれら施策
導入の議論が活発化しなかった背景には、お
よそ先述にある水のカスケードリサイクル
利用説と共に、地域の相互依存関係による汚
染不利益の相殺があるのではないだろうか。
すなわち、一般に上流の水資源を使用し得た
生産物に、下流の消費者を主とした都市活動
が大きく依存することで、河川を通した汚染
の伝播を一定水準（公害と呼ばれる）までは
許容するような暗黙の合意が史的に成立し
ていたと考えられる。この許容水準を超え、
また国際化、グローバル・ボーダレス化も伴
って、下流地域が上流地域の水資源を利用し
た生産物に依存する関係だけが主流ではな
い現代において、国際河川問題の様相は複雑
化し、対処が困難なものとなってきた。 
 上記の２つの問題は従来の研究において
は、片や水利権配分問題として水資源の使わ
れ方・配分について着目し、方やより詳細な
水質や生態・住民の疾患・食物のリスク評価
など、それぞれ固有のフィールドで研究が進
められてきた。本研究の狙いはその双方を同
時に評価する手法を立脚し、適切な地域間の
責任分担を示し、コンフリクトの回避にいた
る政策立案の材料を提供することにある。 
 具体的な手法論としては、得られた地域内
間表のサーベイと、諸国の経済状況、並びに、
誘発環境負荷分析の下で諸地域の相互依存
状況を見ていく。また現地調査により水質悪
化に伴う疾病対策の評価も行っている。さら
に目下流域諸国の中では情報整備が抜きん
でている中国を対象とし、河川流域の水資源
に関する需給モデルを展開する。また、費用
関数やフロンティア分析の応用などによっ
て、水資源の農産物に対する生産性、課徴金
制度の効果なども吟味している。 
 
４．研究成果 
 本報告書の内容は多岐に渡り、紙面制約の
限界がある。そのため、冊子体様式でとりま
とめた研究成果報告書を下記の項目、その他
にある NPO 法人 AREES の HP にアップロー
ドしておくので、そちらの 14ｐ～293ｐにて
研究成果の詳細を参照されたい。なお、目次
のみをここに示しておく。 
---- 
序論 -森杉雅史- 
序.1 メコン川流域の社会経済及び水環境の
概況 
序.2 メコン川流域諸国間の関わり 
Ⅰ部 メコン川流域圏の解析 

1 章 各国の地域内表の整備と分析-金広
文・宮田譲- 
 1.1 はじめに 
 1.2 研究方法 
 1.2.1 メコン地域の経済統計事情 
 1.2.2 国境なき専門家ネットワークの形
成・活用 
 1.2.3 対象国・カウンターパート 
 1.2.4 国際シンポジウムの開催 
 1.2.6 おわりに 
 1.3 各国の産業連関表（域内表）の整備と
分析 
 1.3.1 インドシナ 3 か国（カンボジア、タ
イ、ベトナム）の比較分析（英文） 
 1.3.2 ラオスの産業連関表（英文） 
 1.3.3 ミャンマーの産業連関表（英文） 
 1.3.4 雲南省の産業連関表 
 1.4  ベトナムにおけるエネルギー効率改
善による環境負荷削減の効果計測 
 1.4.1 はじめに 
 1.4.2 産業連関表とエネルギー消費・環境
勘定データベース 
 1.4.3 環境負荷の計測方法 
 1.4.4 推計結果 
 1.4.5 エネルギー効率改善による環境負
荷軽減効果のシナリオ分析 
 1.4.6 おわりに 
2 章 各国の地域間表の整備と分析-金広
文・石峰・大西暁生- 
 2.1 はじめに 
 2.2 研究方法 
 2.3 メコン地域におけるタイ・ベトナム二
国間産業連関表の整備と分析 
 2.4 貿易の相互依存関係の変化の結果 
 2.5 貿易による仮想水の移動 
 2.5.1 水資源使用原単位 
 2.5.2 仮想水の移動 
 2.6 内包環境負荷の相互依存関係 
 2.6.1  CO2 排出原単位 
 2.6.2 環境負荷の相互依存関係 
 2.7 おわりに 
3 章 水質関連の疾病と統計的生命価値-森
杉雅史・大野栄治- 
 3.1 メコン川流域の下水道整備と下痢症 
 3.2 統計的生命価値手法諸論 
 3.3 AVSL と MVSL～国内熱中症事例分析
を例として～ 
 3.4 ベトナムにおける下水処理サービス
に 関する概略 
 3.5 ベトナム HCM 及びメコンデルタ周辺
における下痢症死亡リスクにかか                       
る CVM 調査、並びに、VSL の算定（英文） 
 
Ⅱ部 中国大河流域圏の解析 
1 章 中国の水危機-大西暁生・石峰- 
 1.1 はじめに 
 1.2 分析フレーム 



 

 

 1.3 人口・経済マクロ因子 
 1.3.1 人口、GDP、一人当たり GDP 
 1.3.2 産業構造 
 1.4 水需要量 
 1.4.1 農業用水量 
 1.4.2 工業用水量 
 1.4.3 生活用水量 
 1.5 水供給量（水資源量） 
 1.6 水需給ギャップ 
 1.7 耗水率と流出量 
 1.8 人口・経済マクロ因子の結果 
 1.9 水需要量の結果 
 1.10 水供給量（水資源量）の結果 
 1.11 水需給ギャップの結果 
 1.12 流出解析の結果 
 1.13 まとめ 
 2 章 中国の水利用の効率性-大西暁生・根
本二郎・石峰- 
 2.1 はじめに 
 2.2 使用データと主要河川流域を基にし
た行政区分の作成 
 2.3 農業生産の現状 
 2.4 包絡分析法 
 2.5 農業生産効率性と農業用水効率性の
結果 
 2.6 農業用水効率性の要因推定結果 
 2.7 おわりに 
3 章 中国の河川水質と課徴金制度-森杉雅
史・澤津直也・大西暁生- 
 3.1 排汚費に関する先行研究 
 3.2 排汚費制度の概要 
 3.3 分析モデルとデータ 
 3.4 分析結果と考察 
 3.5 ここまでのまとめ 
 3.6 確率フロンティア分析（英文） 
 3.7 結論（英文） 
4 章  資料編（2010 雲南省及びラオス国際会
議レポート） 
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